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上記第三期工事志納金者芳名は、2010（平成22）年度　法灯継承年度からの累計となります。□で囲んでいる拾萬円以上志納頂いている方は永久刻銘の対象者です。仏具物品志納は現物にお名前を入れさせて頂きます。

皆
さ
ま
…

も
う
少
し
で
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

嵐を呼ぶ男
上棟式も無事終了。地鎮祭に続いて、またまた荒れ
た天気になりました。今回は、屋根があるので多少
の雨でも安心か…と思っていたら風がきついキツイ。

祭壇のセッティングは、ギリギリまで待ちました。鬼子母神さん
の遷座は開始15分前。臨滅度時のご本尊を吊ったのは、10分前。
炭や焼香は、火の粉が飛ぶでぇ～と厳戒態勢。法要中も何か吹っ
飛ぶのではないか…と、ヒヤヒヤものでした。無
事に終わり祝宴を開催しましたが、以外と飲めな
い人や飲まない人が多くてビックリ。ガックリ。
建設現場の人って酒豪が多いと言う印象だったの
ですが、一番飲んでたのは私かもしれない…喝!!

れんこ
ん

日　記

2014年6月7日（土）

妙
法
華
院
第
三
期
工
事

　
　
　
　
浄
財
志
納（
寄
付
）の
お
願
い

合 

掌
　
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
栄
の
御
事
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。 

　
当
山
は
現
在
、
開
創
1
3
0
周
年
報
恩

事
業
の
第
三
期
本
堂
増
築
・
庫
裡
新
築
並

び
に
境
内
改
修
工
事
（
総
工
費
1
億
5
千

万
円
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
平
成
25
年
11
月
に
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、

平
成
26
年
3
月
よ
り
工
事
に
着
工
致
し
ま

し
た
。
6
月
5
日
に
写
真
の
と
お
り
上
棟

を
向
か
え
、
10
月
竣
工
　
11
月
に
落
慶
の

予
定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
の
工
事
着

工
を
機
に
大
々
的
に
第
三
期
志
納
金
を
募

集
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
10
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
頂
い
た

方
に
は
、
増
築
部
分
に
半
永
久
的
な
ご
芳

名
を
残
す
計
画
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

ま
た
仏
具
や
物
品
に
対
す
る
志
納
も
同
時

に
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
や
経
済
状
況
に
応

じ
て
で
結
構
で
す
の
で
、
前
向
き
に
考
え

←祈祷肝
文

　カンペ
入り木柾

ペット供養塔
石柱表札
旗立て （のぼり旗込）
山門
130周年報恩白木塔婆３本
木製ベンチ
ショーケース
木製受付カウンター
木製パーティション
樫の木テーブル
防犯カメラシステム
事務机と椅子
日蓮聖人御遺文聖教
漆八角前机
漆八角花台1台
龍天井照明
水行場
水神社
漆禮盤回転椅子
本堂机　
丸木製ベンチ
Ｒ長木製ベンチ
掲示板
漆過去帳台
漆磬台
漆前机
ガラス手摺
テーブル
椅子
大型テレビ
原爆ドーム

２００万
１００万
５０万
２００万
３０万

５万×２脚
７万
２０万
５万
１０万

金額未定
金額未定
３００万
７０万

２０万×２台
３０万
７０万
５万
２０万

金額未定
８万
６万
１０万
１０万
１０万
５０万
４０万

金額未定
金額未定
金額未定
３６０万

外回り

中庭
1階エントランス

2階事務所

2階本堂

2階本堂前

2階納骨堂

3階道場
3階会議室

屋上

設置場所 仏具・物品
仏具・物品志納一覧表（6月現在）

志納額 備　考

袖ふれあうも多生の縁

作業着の職人さんもお焼香

アクト　橋詰出社長

1Fフロアーはほとんど駐車場
です

採算を度外視してお願いしま
す

伍
百
萬
円
以
上

●
新
間
　
智
照

弐
百
萬
円
以
上

●
玉
野
寿
美
子

壱
百
萬
円
以
上

　
相
内
一
二
三

●
中
村
　
久
司

八
拾
萬
円
以
上

　
新
間
　
智
孝

六
拾
萬
円
以
上

　
荒
木
　
温
子

　
大
川
　
浩
一

　
片
牧
　
啓
子

●
濵
口
　
藏
夫

　
吉
田
　
日
美

伍
拾
萬
円
以
上

●
谷
口
　
富
惠

　
田
中
　
良
枝

四
拾
萬
円
以
上

　
枝
澤
　
　
實

　
安
福
　
敏
治

参
拾
萬
円
以
上

　
津
田
　
勝
子

　
金
光
洲
一
郎

　
紙
野
　  

豊

　
高
瀬
　
守
雄

　
中
河
加
代
子

　
山
崎
　
雅
祥

弐
拾
萬
円
以
上

　
佐
藤
　
佳
子

●
助
川
　
　
茂

　
魚
橋
　
贇
充

　
唐
田
　
淳
男

　
長
岡
　
恭
弘

　
森
　
　
晃
祥

物
品
既
志
納
者

　
高
瀬
　
守
雄

拾
萬
円
以
上

●
藤
本
マ
サ
子

　
吉
田
和
夫（
兵
）

　
濱
口
　
弘
幸

　
遠
藤
　
順
丈

　
大
橋
　
一
夫

　
小
野
　
貴
子

　
小
脇
　
英
生

　
砂
子
　
敏
子

　
寺
坂
　
恭
一

　
藤
木
　
靖
子

　
三
木
　
紀
枝

●
三
好
き
よ
子

　
宮
崎
　
育
久

　
諸
井
　
美
恵

　
山
崎
　
守
彦

伍
万
円
以
上

　
大
野
篤
一
郎

●
上
野
　
源
治

　
浦
崎
　
静
恵

　
田
中
芙
美
子

　
明
渡
　
　
正

　
安
藤
　
高
彦

　
宗
田
　
侑
子

壱
万
円
以
上

　
藤
田
　
律
子

　
幡
井
　
京
子

　
藤
本
登
美
子

　
山
内
　
　
誠

　
助
川
　
恭
子

　
新
間
登
美
江

　
村
瀬
喜
紅
子

　
山
崎
　
律
子

　
田
辺
　
良
三

　
初
野
　
俊
助

伍
千
円
以
上

　
馬
場
　
壯
夫

　
竹
中
　
丈
夫

　
中
山
　
菊
江

て
頂
け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。 

　
ま
た
当
山
の
志
納
金
（
寄
付
）
は
、
本

願
人
制
度
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

志
納
も
累
計
し
て
加
算
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
過
去
の
志
納
状
況
が
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
お
寺
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

寺
債
金
か
ら
志
納
金
へ
の
振
替
も
可
能
で

す
が
、
こ
の
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
皆
様
方
自
ら
の
喜
捨
を
、
お
寺
は
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
再
拝

　
平
成
26
年
6
月
14
日

正
中
山
別
院 

妙
法
華
院

　
　
　
　
住
職
　
新
間
智
孝

　
　
　
　
総
代
　
枝
澤
　
實
　
杉
山
雅
威

　
　
　
　
　
　
　
寺
内
京
子
　
岡
崎
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
田
中
良
枝
　
大
橋
一
夫

　
　
　
　
　
　
　
紙
野
洋
子

設
計
士

　
　  

舟
橋
　
　
画 

株
式
会
社
ア
ク
ト

　
　  

橋
詰
　
　
出 

　
　  

吉
岡
　
　
学

　
　  

辻
　
　
彰
博

　
　  

澤
口
　
信
幸

　
　  

藪
田
　
忠
之

　
　  

森
田
　
昌
広

　

 Special T
hanks

　
　  

明
石
　
雅
大

            

　

山
口
鉄
工
建
設（
株
）

　
　  

山
口
　
忠
義

　
　  

吉
村
　
　
茂

（
株
）ア
ス
カ
シ
ス
テ
ム

　
　  

梶
本
　
靖
麿

（
株
）森
水
道
工
業
所

　
　  

中
村
　
直
樹

　
　  

播
磨
　
和
弘

伊
丹
産
業
設
備（
株
）
　

　
　  

則
定
　
哲
弥

←風の影響で御
本尊がナナメに

。

A
B
C
D
E
F
G

H

I
J
K

L

M
N
O

Q
R
S
T
U

済

済

済

済
済

済
済

済
済
済

第
三
期
工
事  

志
納
者
御
芳
名

☆
本
年
6
月
16
日
現
在
で
す
。

※
●
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
物
故
者

頼もしい

仲間をご紹介！

祝！！
上棟！！

P

智
孝
上
人
御
真
筆



祝　本年は当山開創130周年です Vol .10（２）

現在お寺は工事中デス。事務所や本堂・トイレ等も改修しています。しばらくの間はご不便をおかけ致しますがご容赦下さい。メールやホームページのアドレスも近々変更する可能性があります。

木
の
ぬ
く
も
り
と
和
の
や
す
ら
ぎ
を
信
仰
の
中
へ
│

CH
A
N
G
E T
H
E T
EM
PLE

れんこ
ん

日　記
遠近各地よりご参集賜り
厚く御礼申し上げます。

2014年5月22日（木）

とび職の仕事は、高所恐怖症の私には絶対無理です。

予算内で妥協しながらも出来る範囲で全力を尽します。

建築業者が大阪の堺にあるので、業者はいろんな所から
来ていて驚かされる…。大阪ナンバーの車は、よく見て
いるが、電気業者の車は奈良だった。ここ２日で組み上
がった鉄骨の業者は、京都。先日、お寺をすっぽりと覆
う足場も組み上がったが、こちらのお方は和歌山だった。
業者は、私の朝のお勤めが
終わる７時過ぎには、もう
来ていたりもする。今私は
基本、５時起床だが皆さん
はもっと早起きなのね。

合掌

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計4～5月寺債金会計4～5月
2014年4月1日～5月31日 2014年4月1日～5月31日

寿量Ｃ
題目Ｃ

702,000
（502,000）
（200,000）
17,000,000

0
2,000
0

3,000,000
0

20,704,000
29,493,782
50,197,782

借入金返済
振込手数料
支払利息

建築中間配筋検査
日蓮宗
　建築承認手数料

支出小計
６月への繰越金
合　　計

833,000
0

245,462

27,000

5,000

1,110,462
49,087,320
50,197,782

御
本
尊
御
供
え

四
月

秋
定
　
元
次
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

有
友
　
善
行
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
　
　
實
　
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

紙
野
　
　
豊
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
村
　
良
夫
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

公
営
社
　
　
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

下
中
　
省
二
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
一
美
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
勝
代
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
登
美
江
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
　
良
枝
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
内
　
京
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
島
佐
和
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
島
　
敏
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

日
本
宗
教
者
平
和
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

日
本
堂
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
田
ま
さ
子
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

山
本
　
早
苗
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

五
月

志
水
　
郁
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
前年度繰越金
合　　計

0
100,000

0
100,000

23,205,679
23,305,679

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
６月への繰越金
合　　計

0
0
0

23,305,679
23,305,679

信
行
志
納
金

二
〇
一
四
年
度
（
四
〜
五
月
）

青
木
　
久
子
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド
　
　
　
一
、
四
〇
〇
枚

寿
量
品
カ
ー
ド
　
　
一
、
二
八
六
枚

阿
羅
尼
カ
ー
ド
　
　
　
　
一
七
八
枚
　

満
座
供
養
者
名

開
山
会
（
四
月
）

荒
木
　
温
子
　
・
　
田
中
　
良
枝

三
木
　
紀
枝
　
・
　
吉
田
　
日
美

建
設
志
納
者

二
〇
一
四
年
度
（
四
〜
五
月
）

枝
澤
　
　
實
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤
　
佳
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川
　
恭
子
　
　
　
六
、
〇
〇
〇
円

村
瀬
喜
紅
子
　
　
　
六
、
〇
〇
〇
円

安
福
　
敏
治
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
崎
　
雅
祥
　
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

山
崎
　
守
彦
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り
　
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
　
　
七
〇
二
、
〇
〇
〇
円

寺債申込者数及び金額
 …………………  200名 103,300,000円　
満期返還及び志納金への振替等
 …………………   95名　45,100,000円　
寺債金残高……  105名　58,200,000円

現金  ……………………………  0円
りそな普通預金  ……  49,087,320円
郵便振込金  ……………………  0円
合計  …………………  49,087,320円

翌月繰越金内訳

今まで暗かった本堂の内陣に
明るい陽光が差し込みます。

檀信徒の個別の悩み相談は住職が直接
お聞きします。誰に聞かれる心配もな
く秘密は守られます。

台所もリニューアル
コンロと流しの配置を入れ替え広々と…、
そして使いやすさをどこまでも追及します。
法事後の食事で自炊も可能!!
出張コックさんを呼びますか…(^^)

明るく大きな中庭には、当山のシンボル
「桔梗」を中心に植える予定。
水行場の東屋が建ち喫煙所を設けます。
癒しの空間が本堂とつながります。

3階

2階

1階

障害者用の広々駐車場
車イスの方でも安心です

法事専用駐車場は突っ込みに
なりますが、5台分を確保!!

普段の一般の方の参拝用駐車場。
軽自動車なら4台入ります。
屋根付なので雨が降っても濡れません。

お寺全体を緑で抱え込み
新旧の建物の一体感を
演出します。

事務所の入口は自動ドアとなり、
せがきの時や行事の時は広く開放出来ます。

潤いまでも手にする充実した空間

神戸の
ど真中

、

新開地
ハブ駅

より徒
歩１分

便利な
お参り

が

　心に
ゆとり

を育む

あぁ…
 陽光

が

　　気
持ちイ

イ…

建築基準法第6条の2第1項の規定による確認済証
第HK13-41490号

平成26年3月13日認可DATA

床 面 積
外 部 等
改装面積
合　　計

1 階 2 階 3 階 計
22.80

156.11
110.60
289.51

129.99
45.21
97.89

273.09

45
95.10
33.19

173.29

197.79
296.42
241.68
735.89

お寺の駐車場が
満車の時に一番近い
コインパーキング。
超便利!!

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
建物維持費積立より
信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家檀冥加金
受取利息
寺債金より

収入小計
前年度繰越金
合　　計

玄関

納戸

障害者用P

祈祷所へ

用 P

コインパーキング
(9台)

寺方用P

寺方用P参拝用P

洋室

便所

吹抜

屋上

バ
ル
コ
ニ
ー

UP

洋室洗面室
浴室

ＬＤＫ

和室

応接室

便所

中庭

DN

DN

バルコニー

水行場

龍天井

前机

花台

L

M

済

済

済
水神社

K

ガ
ラ
ス
手
摺

Q

J
日蓮聖人
遺文聖教
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上記 　　　  のアルファベットは１面仏具・物品志納一覧表とリンクしております。高額な物は親戚・家族の連名でもお受けします。　は施主の希望者がありました。

青空に天高く重機が伸びます。

ある日の建設定例会議の様子
檀徒の飛弾さん・木津さんも協力

寺をすっぽりと覆った足場が外されるのは秋です。

柱状改良も行いました。 トイレも全てぶち壊し、和式の穴がポッカリと…

2F事務所も3F会議室台所もゴジラが通った跡のように破壊されスケルトンに。

何でだろう？　鉄骨サビ止めは何で赤なんだろう♪

今まで暗かった五重門入口が、
エントランスが望める明るい
入口に大変身!!
なんという事でしょう!!

エントランスはバザー等のイベントに
も使え、普段は誰でも入れてお寺のチ
ラシや地域の催し物等を案内します。

現代風なオシャレーな
山門に様変わり

１階から足の悪い方は直接エントランスホールを通って、
スロープを上り自動扉を開けてエレベーターへ

事務所スペースは濃密
かつ圧縮してフローリ
ングに変わります。
優しい木の香につつま
れたホッとするお寺を
目指します。

今回トイレは全面リニューアル。1.5階
の女子トイレは段差を解消し、化粧台を
備えます。2.5階の男子トイレはもう階
段から立ちション姿は見えません。図面
にはありませんが、3.5階の女子トイレ
は男女兼用に生まれ変わります。

お寺の仏教関係の図書を気軽に借りた
り、閲覧したり出来ます。絵本やマン
ガも置く予定にしており、子供も退屈
しません。無線LANも完備。貴方は
もうお寺から帰りたくなくなるかも!?

会議室は今までの使い方だけでなく、法事後の
会食スペース（イス席）として利用出来ます。

会議室の一角に小さな畳のスペ
ースを設け、子供のオムツを替
えたり、赤ん坊を寝かせたり、
また寺方がちょっと衣をたたん
だりする空間として使えます。

誰でもセルフサービスで自由にお茶やコーヒーを飲む事
が出来ます。有料でお菓子等も備える予定にしており、
寺カフェとして利用しましょう。

障
害
物
競
走

オ
ッ
シ
ャ
レ
ー
に

　
　
　
　
　

大
変
身
！

快
適
性
を
高
め
る

ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

談話室は檀家さんの憩いの場。
気軽に寺方と話あったり、
友人・知人とお茶したり。
…使い方は貴方次第!!
冬は床暖房も入ります。

各部屋にLAN配線を完備。
これからのIT社会に溶け込む寺院

エントランスホール

木製ベンチ

ショーケース

旗立て

樫の木
テーブル

受付
カウンター

パーテション

山門

ペット供養塔

130周年
報恩塔婆
3本キット

小便器！！の施主は
とれないか…（笑）

EVホール

EV

EV

EV

自動ドア

済

　

増
築
工
事
を
前
に
、

神
戸
市
が
遺
跡
調
査

を
し
た
い
と
い
う
。

震
災
で
倒
壊
し
て
建

て
直
し
た
近
隣
の
お

寺
が
、
遺
跡
調
査
の

た
め
に
半
年
以
上
工

事
が
遅
れ
た
苦
い
体

験
を
私
は
知
っ
て
い

る
。
「
ゲ
ッ
！
今
か

ら
ま
た
半
年
も
遅
れ

た
ら
ど
う
す
る
ね
ん
！
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
１

日
で
終
わ
る
と
い
う
事
。
神
戸
市
の
「
か
」
の
字

マ
ー
ク
が
入
っ
た
税
金
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
お

っ
ち
ゃ
ん
が
雨
の
中
、
ユ
ン
ボ
が
掘
る
穴
を
ジ
ッ

と
見
つ
め
て
い
た
。
２
時
間
ほ
ど
で
作
業
は
終
了

し
、
穴
は
埋
め
戻
し
て
黙
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

埋
蔵
金
で
も
出
て
く
る
か
ナ
…

と
淡
い
期
待
も
抱
い
た
が
何
も
事
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
！
だ
！
。
よ
う
や
く
工

事
は
進
み
始
め
、
水
行
場
も
壊
さ
れ
、
樫
の
木
は

根
こ
そ
ぎ
撤
去
さ
れ
た
そ
の
頃
、
現
場
監
督
か
ら

「
チ
コ
ー
さ
ん
見
て
下
さ
い
。
前
の
建
物
の
基
礎

が
大
き
く
残
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
ん
ー

確
か
に
大
き
な
丈
夫
な
基
礎
が
残
っ
て
い
る
。
こ

こ
の
場
所
は
…
と
思
い
を
巡
ら
す
。
駐
車
場
と
仮

設
と
水
行
場
、
震
災
前
は
、
鉄
骨
３
階
の
簡
単
な

ビ
ル
。
そ
の
前
の
私
が
子
供
の
頃
は
、
池
と
風
呂

用
の
薪
割
り
の
庭
だ
っ
た
。
そ
の
前
ま
で
遡
る
と

戦
前
の
本
堂
で
あ
る
。
慌
て
て
戦
前
の
本
堂
の
位

置
を
確
認
す
る
も
の
の
、
本
堂
の
場
所
で
は
な
い
。

戦
前
も
や
は
り
コ
コ
は
庭
と
書
斎
だ
っ
た
。
そ
う

い
え
ば
、
別
館
を
解
体
す
る
時
に
も
レ
ン
ガ
の
古

い
基
礎
が
見
つ
か
っ
た
。
と
い
う
事
は
、
お
寺
が

明
治
に
建
立
さ
れ
る
前
の
建
物
の
基
礎
な
の
か
？

ナ
ゾ
だ
！
イ
カ
ン
イ
カ
ン
深
追
い
は
止
め
よ
う
。

埋
蔵
金
ど
こ
ろ
か
思
わ
ぬ
地
中
障
害
に
、
金
銭
的

な
障
害
を
受
け
た
。
1
7
0
万
も
の
追
加
…
涙
。

UP

障害者用
トイレ

納戸

掲示板

石柱表札

既存建物

法事用

道場

DNUP

図書棚 図書棚

三宝荒神

自動ドア

ベンチ

掲
示
板

ベンチ

DNUP

DN
控室

女子
トイレ

男子
トイレ

談話室

大黒天

C

D

A

A B C

B

F

E

M

IH

N

O

G

済
済

済

会議室
テーブルとイスTV

SR

T

第三期工事着工前の境内地全図

既存本堂

新事務所

神 戸 新 聞

喫茶グリーン

仮
設
倉
庫

水行場
別 

館

職
員
寮



カシコミ  かしこみ
れんこ

ん

日　記

2014年6月13日（金）

更賜寿命・當病平癒・息災延命ナサシメ給エ 祈祷所は工事の荷物があふれているので本堂で祈願

筆頭総代・枝澤實氏も初めて祝ってもらう側に… 妙寿の方へは金一封も出ます。ヨッ！ 太っ腹！！ 昨年に引き続き会場へはバス移動

記念写真は日蓮宗妙國寺本堂前デス

編
集
後
記

「
寄
付
・
キ
フ
！
」
っ
て
あ
ま

り
言
う
と
嫌
わ
れ
そ
う
で
、
正

直
怖
い
の
で
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
に
徳
を
積
ん

で
頂
く
の
も
私
の
仕
事
…
と
思

っ
て
あ
え
て
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
寄
付
し
て
下
さ
る
皆
さ
ん

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
一
括
で

納
め
よ
う
と
し
て
下
さ
い
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
分
割
納
入
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
そ
う

し
て
い
ま
す
。
お
寺
は
１
億
を

10
年
ロ
ー
ン
で
銀
行
に
返
済
し

ま
す
。

今
回
、
分
割
で
の
満
額
が
10
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
や
は
り

刻
銘
の
対
象
に
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
是
非
こ
の
機
会
に
ご
一
考

下
さ
い
。
皆
様
、
自
ら
の
お
申

し
出
を
仏
様
は
、
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

【
智
孝
】

◇　
　

◇　
　

◇

　
負
傷
指
の
経
過
。

傷
口
は
一
部
は
ま
だ
皮
が
薄
そ

う
だ
け
ど
、
ナ
ン
ト
カ
ひ
っ
つ

い
て
き
ま
し
た
♪

た
だ
切
り
口
上
部
の
痺
れ
は
継

続
中
。
や
っ
ぱ
り
神
経
も
や
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
う
で
親
指
が
中
途

半
端
に
し
か
曲
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
雑
巾
し
ぼ
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
奉
仕
日
も
皆
さ

ん
に
「
こ
れ
絞
っ
て
〜
」
と
甘

え
て
い
ま
し
た
（
笑
）

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
♡【陽

子
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
6
月
か
ら
夏
用
の
法
衣
を
着
用

し
て
い
ま
す
。
薄
く
透
け
て
い

る
の
で
、
皆
様
に
は
涼
し
そ
う

で
す
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

襦
袢
や
白
衣
を
着
て
い
る
の
で

暑
く
て
汗
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
タ
オ
ル
が

手
放
せ
ま
せ
ん
。
お
参
り
に
伺

っ
た
際
に
は
私
の
真
横
に
扇
風

機
を
置
い
て
頂
け
る
と
助
か
り

ま
す
。（
笑
）
　
　

 

【
清
水
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
ほ
ぼ
一

週
間
ご
と
に
現
場
の
様
子
を
見

な
が
ら
撮
影
し
て
い
ま
す
。
よ

う
や
く
鉄
骨
が
ほ
ぼ
組
み
立
て

ら
れ
て
、
完
成
模
型
と
見
比
べ

て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
落
慶
式

の
様
子
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

『
○
○
と
畳
は
新
し
い
方
が
い

い
』
っ
て
？　

ね
ぇ
、
住
職
！

念
の
た
め
、
新
し
い
も
の
は
す

が
す
が
し
く
気
持
ち
が
良
い
と

い
う
意
。
誤
解
な
き
よ
う
…

（
汗
）　
　
　
　

【
徳
リ
ン
】

　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！平成26年７月１日 Vol . 10（４）

お寺のリニューアル工事が終わりましたら、対外的に自家納骨壇の宣伝を大きく行う予定にしています。皆様の中で当山の自家檀をお考えになっておられる方は、お早めにお申し込みされる事をお勧めします。

予
告
記
事

●
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

　

７
月
６
日
（
日
）

　

８
月
は
お
休
み

　

９
月
７
日
（
日
）

　

10
月
５
日
（
日
）

★
信
行
会

●
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
〜

　

７
月
10
日
（
木
）

　

８
月
16
日
（
土
）

　

９
月
13
日
（
土
）

★
護
持
会
奉
仕
日

●
総
代
･
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

　

７
月
６
日
（
日
）
午
後
4
時

　

８
月
は
お
休
み

　

９
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時

　

10
月
５
日
（
日
）
午
後
４
時

★
運
営
会
議

●
７
月
10
日
（
木
）
奉
仕
日
の
後

　
　
　

午
後
〜
夕
方
ま
で
。
無
料

★
国
民
平
和
大
行
進

●
７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
。
無
料

★
日
本
山
平
和
行
脚

●
８
月
５
日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
頃
ま
で

初
め
て
の
方
は
無
料（
交
通
費
も
寺
負
担
）

２
回
目
以
上
の
方
は
、お
供
え
１
万
円
要

※
平
和
関
連
行
事
に
参
加
希
望
の
方
は
、

　

お
寺
に
詳
細
を
お
尋
ね
下
さ
い
。

★
い
の
ち
を
え
ら
び
と
る
断
食
（
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
公
園
）

●
８
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
４
時　

本
堂
の
予
定

  

「
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
社
会
」 

講
師　
大
塚
秀
之
氏

★
８
・
15
の
つ
ど
い

←誰れヤ？　

　この大口は…

　あっ私か！？

清
水
上
人
、

　

血
管
切
れ
そ
う
…

総
会
の
後
は
、
年
に
一
度
の
会
費
無
料
大
宴
会
！！

五
月
二
十
四
日（
土
）

檀
家
総
会
＆
妙
寿
会

　

護
持
会
会
員
約
3
5
0

人
中
、
今
年
70
歳
以
上
の

古
希
や
傘
寿
と
い
っ
た
節

目
の
妙
寿
に
当
た
ら
れ
た

方
は
39
名
。
そ
の
内
４
名

の
方
に
、
当
日
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
よ
り
、
更
賜
寿
命
（
寿
量
品
第
16
に
出
て

く
る
経
文
で
す
。
赤
い
お
経
本
で
探
し
て
下
さ
い
）
の

ご
祈
祷
を
本
堂
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
総
会
に
出
席

者
の
方
々
と
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
自
家
用
車
に
分
乗
し

て
、
し
あ
わ
せ
の
村
「
花
梨
」
へ
移
動
。
護
持
会
事
務

局
の
飛
弾
昌
久
氏
の
司
会
に
よ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
空
閑
会
長
の
挨
拶
の
後
、
住
職
か
ら
寺
の
運
営

や
工
事
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
護
持
会

費
の
予
決
算
審
議
も
行
わ
れ
、
無
事
に
総
会
は
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
と
終
了
。
妙
寿
の
方
に
御
祝
を
お
渡
し
し
た
後

は
、
総
代
杉
山
氏
の
発
声
で
宴
会
モ
ー
ド
へ
。

　

年
に
一
度
の
会
費
無
し
の
飲
め
や
唄
え
や
の
大
盤
振

る
舞
い
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
欠
席
の
会
員
の
皆
さ
ん
も

来
年
か
ら
は
、
来
な
き
ゃ
ソ
ン
で
す
よ
。
智
孝
師
と
清

水
上
人
は
、
会
員
で
は
な
い
の
で
、
会
か
ら
の
お
ご
り

デ
ス
。
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
チ
に
な
り
ま
し
た

…
」
と
は
智
孝
の
弁
。
写
真
の
よ
う
に
、
サ
ッ
ク
ス
演

奏
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
有
り
、
最
後
は
踊
り
も
飛
び
出
し
、

盛
況
の
内
に
宴
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ど
な
た
様
も
心
地
よ
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
総
会
に
一
度
も
出
席
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
会
員
さ
ん
が
大
多
数
で
す
。
楽
し
い
会
で
す
か
ら
、

是
非
来
年
は
ご
出
席
下
さ
い
。
役
員
一
同
、
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。　
　
　

護
持
会
事
務
局

上棟！！

夏
の
行
事
お
し
ら
せ

一応カタクルしい総会も、形だけはしっかりと…

せ
が
き
料
は
、
同
封
の
袋
を
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
当
日
、
参
詣
者
全
員
に
お
配
り
す
る
満
座
供
養
の
施
主
も

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

金
額
百
〜
二
百
円
の
品
物
で
、
生
も
の
以
外
で
お
願
い
し
ま
す
。

数
は
一
九
〇
個
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
盆
せ
が
き
法
要

新
規
塔
婆
は
前
日
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
今
ま
で
さ
れ
て
い
る
方
は
、

特
に
変
更
の
申
し
出
が
無
い
限
り
、
例
年
通
り
に
準
備
致
し
ま
す
。

お
盆
の
棚
経
が
あ
る
方
は
、
そ
の
時
に
再
確
認
し
ま
す
。

普
通
せ
が
き  

一
本
一
霊
位        

三
、〇
〇
〇
円

初
盆
せ
が
き  

一
本
一
霊
位    

一
〇
、〇
〇
〇
円

※
今
年
初
盆
を
む
か
え
る
お
宅
は
、
必
ず
お
申
し
込
み
下
さ
い

八
月
十
九
日
（火）
　
午
後
一
時
〜
四
時
　
於 

本
堂  

八
月
十
九
日
（火）
　
午
後
一
時
〜
四
時
　
於 

本
堂  

当日は、
かき氷と模擬店も
予定しています。
家族揃って
お参り下さい。

お
寺
が
貴
方
に
ア
ツ
ー
イ
お
灸
を
据
え
ま
す
！！

お
寺
が
貴
方
に
ア
ツ
ー
イ
お
灸
を
据
え
ま
す
！！

土
用
丑
の
御
祈
祷
は
、
頭
に
ほ
う
ろ
く
を
の
せ
、

そ
の
上
で
も
ぐ
さ
を
た
き
な
が
ら
御
加
持
を
受
け
ま
す
。

ほ
ん
の
り
と
漂
う
も
ぐ
さ
の
香
り
の
中
で
、

年
々
暑
く
な
る
夏
を
の
り
き
る
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

★
他
宗
派
の
方
で
も
一
般
の
方
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
！！

◆
御
祈
祷
所
要
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。
ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
る
方
は

　
20
日
ま
で
に
お
電
話
か
メ
ー
ル
で
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
み
下
さ
い
。

祈
祷
料  

一
人    

五
、〇
〇
〇
円

祈
祷
の
み
の
方
は
、
従
来
通
り  

三
、〇
〇
〇
円

※
ご
家
族
同
伴
の
場
合
は
、
二
人
目
か
ら
は
四
、〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

※
二
人
目
か
ら
は
一
、五
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
午
前
十
一
時
〜 

　
午
前
十
一
時
〜 

平
成
二
十
六
年
度

平
成
二
十
六
年
度

神戸の老
舗「かもじ

ま」の

国産うなぎ
に、こだわ

った

超激ウマ
弁当！！！！！

完全
予約制

う
な
ぎ
弁
当
付

毎
年
棚
経
に
お
伺
い
し
て
い

な
い
お
宅
は
、
お
申
し
出
が

無
い
限
り
予
定
か
ら
外
れ
ま

す
。
日
時
決
定
以
降
の
日
の

変
更
は
原
則
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

場
合
は
寺
回
向
か
お
休
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地

区
は
、
お
参
り
す
る
家
の
所

在
地
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

時
間
指
定
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
関
東
地
区
は
7
月
11
・
12
日

に
伺
い
ま
す
。

○
○
○
○
○
○
○

※８月15日（金）以降は、いつでも振りかえ可能
 （ただし19日せがき当日は除く）

淡路島

今年初盆をむかえるお宅
大阪府内
　
三木市・小野市・明石市・加古川市
尼崎市・西宮市・宝塚市・芦屋市
西区・北区
垂水区・須磨区一部
須磨区
東灘区・灘区

中央区・長田区・兵庫区

来山される方の寺回向（自家壇回向）

日　付 地　区 振替可能日 左
表
の
予
定
で
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
方
の
み
、
振
替
可
能
日
の

中
か
ら
選
ん
で
7
月
15
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
10
日
〜
14
日

の
地
区
の
方
で
、
振
替
可
能
日
に
お
参
り
し
て
も
良
い
お
宅
が
あ
れ
ば
、

お
申
し
出
下
さ
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

決
定
し
た
日
時
は
、
７
月
下
旬
頃
に
葉
書
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

今
年
の
お
盆
棚
経
は
、
左
記
よ
う
に
予
定
を
立
て
て
い
ま
す
。

お
盆
の
棚
経
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

８月１日（金）
８月２日（土）
８月３日（日）
８月４日（月）
８月５日（火）
８月６日（水）
８月７日（木）
８月８日（金）
８月９日（土）
８月10日（日）
８月11日（月）
８月12日（火）
　～14日（木）
８月15日（金）

七
月
二
十
九
日
（火）

七
月
二
十
九
日
（火）

まだ飲んでないからチョーキンチョーするなぁ～

最近あった聲明師会の研修会で、ぼーさん用語は、
檀信徒に判りずらい…という指摘があった。ごもっ

ともである。私もかなり意識して、檀信徒には判りやすく説明する
ように努めているが、ついつい専門用語がポロリと出てしまう。昨
年、遷宮…いやリニューアルされた伊勢神宮へ法縁の特別研修で参
拝してきた。お神楽を受けて、内宮にも特別参拝させていただいた。
私が段取りする係になったので、受付で玉串料を納めて、打ち合わ
せするのだが、説明を聞いてもチンプンカンプン。相手は優しく説
明してくれているのだが、まずお堂の名前を言われても、どの建物
なのかもかも、ピンとこない。私どもも同じ穴のムジナなんだろう
と思う。修法師は祈祷ディレクター　聲明師は法事コーディネー
ター…名称も変える時代ではないかと、本気でそう思う。


